
ノルウェー政府も警告・高レベル廃液の放出事故 
    ノルウェー放射線防護局報告書 2009.3.23発行 
「セラフィールドの仮想事故によるノルウェーへの影響 
     放射能放出の可能性-移送とフォールアウト」  
Consequences in Norway of a 
hypothetical accident at Sellafield: 
Potential release – transport and fallout 

概要  

 このレポートはセラフィールドのB215工場に貯蔵されている高レベル放射性廃液（HAL）が仮
想事故が起こった場合、放射能の移動と降下について最悪のシナリオに焦点を合わせ調べたもので
ある。シナリオでは貯蔵されている高レベル廃液の0.1-10％が大気中へ放出された場合、セシウム
137の移送とフォールアウトに限って影響をシミュレートしたものである。その結果ノルウェーで
はチェルノブイリ事故の際に最も汚染されたエリアの0.1-50倍の汚染が想定される結果になった。 
 Norwegian Radiation Protection Authority ノルウェー放射線防護局  

 
セラフィールド貯蔵の高レベル廃液が１％漏れた 
場合の影響セシウム137のフォールアウト濃度 
 

 

 
                          23チェルノブイリ事故のセシウム137降下分布 
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